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平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年４４４４月月月月    

ＮｏＮｏＮｏＮｏ....６４６４６４６４    

 研修実施に当たっては、昨年の研修生のご意見等を踏まえ、種々の改善をしていきます。各機関の研

修担当の方々におかれましては、研修生の積極的な派遣について御検討をお願いします。 

森林技術総合研修所森林技術総合研修所森林技術総合研修所森林技術総合研修所におけるにおけるにおけるにおける    

                                    平成平成平成平成25252525年度年度年度年度のののの研修概要研修概要研修概要研修概要    

 治山・林道関係研修については、森林土木を履修していない国や都道府県の技術者が増加しているこ

とに対応して、地形・地質の見方等の基礎知識や調査・測量・設計等の実習を主体とし、治山関係研修

では、前年度３コースだったものを４コースに増やすとともに、林道関係研修では、前年度５日間だっ

たものを１０日間に拡充します。 

 林業機械化関係研修では、高性能林業機械の安全衛生特別教育の制度化に対応し、同特別教育に位置

付けられる車両系林業機械特別教育研修を実施します。この研修は、定員４０人で、都道府県職員等を

対象とし、実技を林業機械化センターで、学科を高尾の本所で行います。 

 木材関係研修では、建築物への木材利用促進のため、公共建築物等木材利用促進研修を新たに実施し

ます。この研修は、建築士の方々に、木材をふんだんに使用した

建築物を設計してもらうため、大規模木造建築物の設計や木材

を内装等に利用した設計に必要な知識・技術を習得していただ

くものです。 

 また、昨年度の受講者が多かった木材産業・木材利用研修につ

いては、基礎知識編と実践編の２回に分けて行うこととします。 

  森林保護関係研修では、病虫害編と獣害編に分け、獣害編にお

いて、大問題となっているシカ食害の対策等を拡充します。 林道測量実習林道測量実習林道測量実習林道測量実習    

 

 森林技術総合研修所では、森林や林業・林産業に関する最新の

知識・技術についての講習を行い、森林・林業技術者の資質の向

上を図っています。 

  平成２５年度は、２、３ページに示した６３コースを用意し

ました。現場技術の向上を目指して、現地実習に重点をおき、

適切な時期を選んで研修を行います。 植物標本作成実習植物標本作成実習植物標本作成実習植物標本作成実習    
((((森林総合利用森林総合利用森林総合利用森林総合利用ⅡⅡⅡⅡ研修研修研修研修))))    
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平 成平 成平 成平 成 2 52 52 52 5 年 度  研 修 一 覧年 度  研 修 一 覧年 度  研 修 一 覧年 度  研 修 一 覧    
准フォレスター研修支援シリーズ（知識や技術を補強したい准フォレスターにも適した研修。）

研修の名称 実施時期 定員 日数

森林計画 7/2-7/5 30<10> 4

市町村林務担当者基礎 6/24-6/28 30 5

生物多様性保全Ⅰ（技術） 11/18-11/22 20<14> 5

生物多様性保全Ⅱ（制度） 10/29-11/1 20<14> 4

森林調査 12/10-12/13 30〈14〉 4

森林施業技術　　 9/9-9/13 25<14> 5

森林保護管理Ⅰ（病虫害） 9/25-9/27 35<10> 3

森林保護管理Ⅱ（獣害） 10/28-11/1 35<10> 5

森林総合利用Ⅰ
（森林環境教育企画者育成）

7/8-7/12 30<14> 5

森林総合利用Ⅱ
（森林環境教育指導者育成）

9/30-10/4 30<14> 5

森からの産物 9/9-9/13 38 5

山村・都市連携・協同型地域作り 1/28-1/31 47<7> 4

森林整備事業 11/11-11/15 30<7> 5

チェーンソー伐木造材技術ⅰ 6/10-6/14 20<10> 5

チェーンソー伐木造材技術ⅱ 6/17-6/21 20<10> 5

チェーンソー伐木造材技術ⅲ 7/8-7/12 20<10> 5

木材産業・木材利用Ⅰ（基礎知識） 6/17-6/21 25<5> 5

木材産業・木材利用Ⅱ（実践） 11/25-11/29 25<5> 5

フォレスター育成技術 5/27-5/31 42<42> 5

治山・林道シリーズ

研修の名称 実施時期 定員 日数

治山（基礎知識・施設計画）ⅰ 6/4-6/14 30<10> 11

治山（基礎知識・施設計画）ⅱ 7/16-7/26 30<10> 11

治山（調査・測量・設計）ⅰ
（旧森林土木技術者育成実務
                             [後半]）

8/26-9/6 25<5> 12

治山（調査・測量・設計）ⅱ
（旧森林土木技術者育成実務
                             [後半]）

9/30-10/11 25<5> 12

治山（中堅）[地すべり] 11/18-11/22 30<10>. 5

林道技術者育成ⅰ
（旧森林土木技術者育成実務
                             [前半]）

5/22-5/31 20<7> 10

林道技術者育成ⅱ
（旧森林土木技術者育成実務
                             [前半]）

7/31-8/9 20<7> 10

林道技術者育成ⅲ
（旧森林土木技術者育成実務
                             [前半]）

10/16-10/25 20<5> 10

森林作業道作設指導者・監督者 9/24-9/27 40<10> 4

森林保全シリーズ

研修の名称 実施時期 定員 日数

保安林及び林地開発許可ⅰ 地方公共団体及び森林管理局担当職員等（初任者レベルの者） 7/29-8/2 61<14> 5

保安林及び林地開発許可ⅱ 地方公共団体及び森林管理局担当職員等（初任者レベルの者） 12/2-12/6 61<14> 5

放射線の基礎知識 地方公共団体及び森林管理局担当職員等 10/21-10/25 38<14> 5

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者）

地方公共団体担当職員等（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者）・森

林管理局担当職員（治山・林道（通信研修）を終了した森林官等及び初任の森
林管理署等治山・土木担当者）

地方公共団体担当職員等（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者）・森

林管理局担当職員（治山・林道（通信研修）を修了した者等及び初任の森林管
理署治山・土木担当者等）

地方公共団体担当職員等（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者）・森

林管理局担当職員（治山・林道（通信研修）を修了した者等及び初任の森林管
理署治山・土木担当者等）

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者)

地方公共団体担当職員等（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者）・森
林管理局担当職員（治山・林道（通信研修）を修了した者等及び初任の森林管

理署治山・土木担当者等）

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

対象者

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等
（業務担当経験総年数おおむね５年以上の者）

地方公共団体担当職員等（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者）・森

林管理局担当職員（治山・林道（通信研修）を終了した森林官等及び初任の森
林管理署等治山・土木担当者）

地方公共団体及び森林管理局担当職員等（初任者レベルの者）

対象者

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者）

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

（実際に森林環境教育等の業務に携わっている者）

地方公共団体担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

対象者

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

（業務担当経験総年数おおむね３年以下の者）

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

森林管理局准フォレスター研修担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等（初任者レベルの者を除く。）

市町村担当職員

地方公共団体及び森林管理局担当職員等
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林業機械化シリーズ

研修の名称 実施時期 定員 日数

チェーンソー指導者技術向上 7/16-7/19 10 4

車両系林業機械特別教育ⅰ
(前期・実技)

9/9-9/13 10〈3〉 5

車両系林業機械特別教育ⅱ
(前期・実技)

10/7-10/11 10〈3〉 5

車両系林業機械特別教育ⅲ
(前期・実技)

11/11-11/15 10〈3〉 5

車両系林業機械特別教育ⅳ
(前期・実技)

11/18-11/22 10〈3〉 5

車両系林業機械特別教育(後期・学科) 2/3-2/5 40〈12〉 3

 高性能林業機械作業システム 9/25-10/4 15 10

集　材　架　線 5/27-6/5 15 10

路網整備技術指導者ⅰ 6/24-7/5 10 12

路網整備技術指導者ⅱ 11/25-12/6 10 12

路網整備専門ⅰ 7/22-8/2 15 12

路網整備専門ⅱ 8/26-9/6 15 12

路網作設実践 10/21-11/1 15 12

基本教育シリーズ

研修の名称 実施時期 定員 日数

 林業機械体験 8/5-8/8 25 4

公共建築物等木材利用促進 1/21-1/24 30 4

総合職新採用 4/15-4/19 10 5

森林技術者ステップアップ 11/11-11/15 30〈7〉 5

持続可能な森林経営のための
推進手法の向上

8/28-11/1 12 66

職員能力強化シリーズ

研修の名称 実施時期 定員 日数

署長研修 5/15-5/17 21 3

発注者綱紀保持 7/3-7/5 21 3

安全衛生管理 6/11-6/14 14 4

不動産・森林活用 7/8-7/12 28 5

生産・販売（基礎） 6/17-6/28 20 12

生産・販売（実務）ⅰ 7/22-8/2 10 12

生産・販売（実務）ⅱ 8/26-9/6 10 12

情報処理Ⅰ
（刷新システム等技術者養成）

2/4-2/7 14 4

情報処理Ⅱ
（森林ＧＩＳ技術者養成）

1/29-1/31 14 3

ＧＮＳＳ測量等技術者養成
（人工衛星による測量）

12/11-12/13 20 3

流域管理・国有林准フォレスター
フォローアップ

11/25-11/29 20 5

民有林施策 5/20-5/22 50 3

通信研修Ⅰ（森林活用） 6/1-3/23 (40) 10ヶ月

通信研修Ⅱ（治山・林道） 6/1-3/23 (50) 10ヶ月

森林管理局担当職員（平成２５年度准フォレスター研修受講予定者）

関係団体の構成員（建築士、建築系学生）

海外からの研修員

林野庁・森林管理局職員等で４Ｇの職員及び

都道府県係長級（国家公務員４Ｇ相当）の職員

森林管理局鑑定官、計画処分及び貸付担当職員等

森林管理署等の収穫・生産・販売担当職員
（業務担当経験総年数おおむね２年以下の者）

森林管理局の情報処理担当職員等

（業務担当経験総年数おおむね２年以下の者）

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

関係団体構成員等

地方公共団体担当職員等（車両系建設機械技能講習修了者相当レベル）

地方公共団体担当職員等（機械指導担当初任者）

地方公共団体担当職員等（機械指導担当初任者）

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

地方公共団体担当職員等（伐木造材の指導者）

関係団体の構成員（学生）

平成２５年度国家公務員総合職採用職員

地方公共団体担当職員等（車両系建設機械技能講習修了者相当レベル）

対象者

定員欄の〈〉は国有林野事業職員で内書 　定員欄の()は通信研修で外書

森林管理局契約発注担当職員等

（業務担当経験総年数おおむね２年以下の者）

地方公共団体及び森林管理局担当職員等

(車両系林業機械特別教育(前期実技)終了者のみとし当学科受講者は修了証

書の交付を受けることができる。)

地方公共団体担当職員等
（林内作業車安全衛生教育終了者相当レベル）

地方公共団体担当職員等

対象者

森林管理局及び森林管理署等の健康安全管理に関する指導を担当する職員
等（業務担当経験総年数おおむね２年以下の者）

研修規程第１３条第２項第１号に掲げる職員（新任者）

対象者

森林管理署等の収穫・生産・販売担当職員

（業務担当経験総年数おおむね２年以下の者）

森林管理署担当職員等

森林管理署担当職員等

森林管理署等の収穫・生産・販売担当職員
（業務担当経験総年数おおむね２年以下の者）

森林管理局の情報処理担当職員等
（業務担当経験総年数おおむね２年以下の者）

森林管理局測定業務担当者等

（業務担当経験総年数おおむね２年以下の者）

森林管理局担当職員（活動実施中の国有林准フォレスター）
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 東京電力福島第一原子力発電所の事故により、各地の森林、林産物等は放射性物質で

汚染され、日常生活に多大なる影響を与えています。特に私の生活する福島県において

は林業等の生産活動、森林での野外活動の制限や風評被害などにより甚大な被害を受け

ており、県民が一丸となって森林の除染及び林産物の放射性物質対策等に取り組んでい

るところです。 

 しかし、除染や放射性物質対策は新たな取組であり積み重ねられた知見もなく、業務

を進める上で難しい課題も数多くあります。そのため、業務を円滑に遂行することを目

的に、私もこの研修に参加させていただくこととなりました。 

 研修では、森林の除染、林産物の放射性物質対策、森林作業者の放射線障害防止対

策、森林内の放射性物質の挙動など、森林内の放射性物質対策を総合的に研修する良い

機会となりました。 

 講義の中では林野庁が考える新たな施策や放射性物質の挙動に関する将来予測など新

たな知識を身に付ける良い機会となりました。 

 また、全体討議では、各都道府県及び各森林管理局等の職員がそれぞれの課題につい

て討議を行いました。討議の中では、福島第一原子力発電所が立地する福島県及びその

周辺市町村では除染等の課題があるのに対して、東北及び関東以西の地域においては、

きのこ栽培のための原木供給不足等の課題が提起されておりました。今回の意見交換は

全国の職員が各地における課題を共有できる良い機会になったと考えます。 

 放射線の基礎知識研修については、４日間という短い期間ではありましたが、環境

省、林野庁及び研究機関等から専門家の先生が講師となり最先端の取組を知ることがで

き、有意義な研修となりました。今後は、この研修で学んだ知識を現場で生かして、県

民の不安を払拭できるような業務の遂行を目指していきたいと思います。 

放射線放射線放射線放射線のののの基礎知識研修基礎知識研修基礎知識研修基礎知識研修にににに参加参加参加参加してしてしてして        

福島県福島県福島県福島県    農林地再生対策室農林地再生対策室農林地再生対策室農林地再生対策室    蓮沼正将蓮沼正将蓮沼正将蓮沼正将    

講義風景講義風景講義風景講義風景    

研 修 報 告研 修 報 告研 修 報 告研 修 報 告    
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 当センターは、赤城山北面の比較的高い場所にあるため、冬

期の天気が変わりやすく、今回の冬期研修では、突然の降雪や

強風などのために予定していた現地実習ができなくなるなどカ

リキュラムどおりにならないことがあり、大変苦労しました。 

 しかし、研修生に少しでもチェーンソーや高性能林業機械の

運転体験を積んでいただくため、アイデアをこらしました。例

えば、丸太にドリルで穴を開け、そこに市販されている丸材を

差し込むことで枝付き材を再現し、これを用いて、事務所前の広場において枝払い体験を行いまし

た。このほか、かかり木の落下、プロセッサ旋回時の接近作業、チルホールによる内角作業の危険

性の検証等を行い、実際の現場で指導助言ができるよう考慮しました。 

 研修生からは、「もう少し現場で伐倒したかった」「冬山

での研修は無理がある」「ものすごく寒かった」等の声があ

る一方、「今までにない充実した研修だった」「天候により

研修内容が変更になったが、臨機応変の対応が素晴らしかっ

た」「伐倒の危険さを身を持って感じた」「機械化指導官の

指導が熱心で感動すら覚えた」等の声もありました。我々職

員は、こういった声に応え、初の冬期研修で培った知識や経

験を今後の研修に活かし、更なる研修のレベルアップにつな

げたいと考えています。 

 林業機械化センターでは、平成24年度、初めて冬期に研修を行いました。当センターの所在地であ

る沼田市根利地区は、研修期間中の気温が連日氷点下に下がるところです。職員一同は、寒風吹きす

さぶ中、寒さに耐えながら研修遂行に頑張りました。 

 平成24年度は、「チェーンソー伐木造材技術Ⅱ」（１月２１日～２５日）、「林業事業体安全指導

者育成」（１月２８日～３１日）、「チェーンソー伐木造材技術Ⅲ」（２月４日～８日）、「林業機

械基礎」（２月２０日～２２日）の４研修について、天候等に配慮しながら研修生の安全を第一に考

えて実施しました。 

 夏期の研修では当センターから約３０分ほどかかる実習林を活用できましたが、冬期は除雪が不可

欠であること、初の冬期研修であることから、不測の事態等も考慮して当センターの裏山で実施する

こととしました。 

 宿泊施設「愛機荘」については、初の冬期使用において、凍結による水回りのトラブル、食堂が寒

かったこと、お湯が出なかったことなど研修生に不便をかけたことが多々ありました。施設管理につ

いては、今後の課題として検討していきます。 

 最後に、平成２４年度の研修を無事に終了できたことにつきまして、関係各位のご支援、ご協力に

感謝申し上げます。 

  

      ○冬山研修は、ものすごく寒かったです・・・・。（職員一同） 

アタッチメントアタッチメントアタッチメントアタッチメント説明説明説明説明    

再現再現再現再現したしたしたした枝付枝付枝付枝付きききき材材材材をををを用用用用いたいたいたいた枝払枝払枝払枝払いいいい    

冬山研修冬山研修冬山研修冬山研修、、、、無事終無事終無事終無事終わりましたわりましたわりましたわりました！！！！        
林業機械化林業機械化林業機械化林業機械化センターセンターセンターセンター    
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 「養成研修専攻科５２期課題研究発表会」が去る２月２２日、農林水産省本館７階の第３特別会

議室において開催されました。 

 専攻科における課題研究は、研修の一環として研修生自ら課題を設定し、現状の把握・問題点の

分析を行い、解決策を導き出すために、これまでに学習したあらゆる知識、体験、手法等を駆使し

取り組むものです。 

番号 課　　題　　名 発 表 者

1 森林体験学習の効果について　～間伐体験をした生徒は今･･･～ 田中　健

2 小学校で求められている森林環境教育　～事例を基にした聞き取り調査から～ 藤井裕樹

3 学校林活動の活性化に向けた地域連携について 木村研士

4 スキー場跡地の森林再生について 松橋良之

5  地域ボランティアによるブナ林再生についての一考察 深川勝彦

6 将来の森林の姿についての一考察 大倉伸悠

7 外国樹種についての一考察 佐藤　將

8 広葉樹二次林の木材利用の可能性について　～能代周辺を例として～ 杉澤　寿

9 監督員のための森林作業道の線形・構造のチェックポイント　～路面水の排水に着目して～ 田中　忠

10 集約化施業を推進するための方策とは　～集約化施業推進地区での一事例～ 川野　敬

11 高性能林業機械導入等から見た労働災害の現状と今後の安全対策 寺崎政博

 

 この度の発表会では、業務多用の中、林野庁長官をはじ

めとする幹部や、森林・林業関係団体の方々にも出席いた

だき、いつもにも増して緊張した面持ちの研修生でした

が、皆しっかりと、１年間の研究の成果を発表しました。 

 

 

 

 研修生全員の発表の後、これまで数度にわたり、

研究者の立場から的確なる御指導をいただいた

(独)森林総合研究所多摩森林科学園の吉丸園長よ

り、論文完成へ向けての暖かいアドバイスと励ま

しのお言葉を賜りました。 助言者助言者助言者助言者からからからからコメントコメントコメントコメントをいただくをいただくをいただくをいただく研修生研修生研修生研修生    

発表風景発表風景発表風景発表風景    

養成研修 専攻科養成研修 専攻科養成研修 専攻科養成研修 専攻科52525252期期期期    

    課題研究発表会課題研究発表会課題研究発表会課題研究発表会のののの開催開催開催開催    

 ５２期の研修生達は、４月から新しい任地へと巣立ちましたが、研修所で学んだ１年間を糧に、 

今後、益々高く羽ばたいてくれることを研修所職員一同、期待しております。 

 今後とも、皆様の御指導、御鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容課題研究発表会内容            
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 経験経験経験経験したことのないしたことのないしたことのないしたことのない幅広幅広幅広幅広いいいい知知知知
識識識識やややや技術技術技術技術をををを身身身身にににに付付付付けることがでけることがでけることがでけることがで
きたのはきたのはきたのはきたのは間違間違間違間違いありませんいありませんいありませんいありません。。。。ここここ
こでこでこでこで得得得得たものをたものをたものをたものを後後後後のののの職場職場職場職場でででで発揮発揮発揮発揮
してこそしてこそしてこそしてこそ、、、、研修研修研修研修のののの恩恵恩恵恩恵恩恵をををを存分存分存分存分にににに
感感感感じることができるとじることができるとじることができるとじることができると思思思思いまいまいまいま
すすすす。。。。周囲周囲周囲周囲のののの常識常識常識常識にとらわれずにとらわれずにとらわれずにとらわれず、、、、
幅広幅広幅広幅広いいいい視野視野視野視野をもってをもってをもってをもって取取取取りりりり組組組組むこむこむこむこ
とをとをとをとを目標目標目標目標にににに精一杯頑張精一杯頑張精一杯頑張精一杯頑張ってまいってまいってまいってまい
るるるる所存所存所存所存ですですですです。。。。    

大倉 伸悠大倉 伸悠大倉 伸悠大倉 伸悠    
((((近畿中国局奈良所近畿中国局奈良所近畿中国局奈良所近畿中国局奈良所))))    

平成平成平成平成24242424年度 専攻科生年度 専攻科生年度 専攻科生年度 専攻科生(52(52(52(52期生期生期生期生))))    

卒業卒業卒業卒業にあたってにあたってにあたってにあたって    

川野川野川野川野    敬敬敬敬    
((((関東局治山課関東局治山課関東局治山課関東局治山課))))    

    専攻科研修専攻科研修専攻科研修専攻科研修ではではではでは様様様様々々々々なななな分分分分
野野野野のののの知識知識知識知識やややや技術技術技術技術をををを学習学習学習学習させさせさせさせ
ていただきましたていただきましたていただきましたていただきました。。。。このこのこのこの経経経経
験験験験をををを活活活活かしかしかしかし、、、、さらにさらにさらにさらに成長成長成長成長でででで
きるようきるようきるようきるよう今後今後今後今後もももも克己心克己心克己心克己心をををを
持持持持ってってってって業務業務業務業務をををを遂行遂行遂行遂行してまいしてまいしてまいしてまい
りますりますりますります。。。。    

    １１１１年間大変年間大変年間大変年間大変おおおお世話世話世話世話になりになりになりになり
ましたましたましたました。。。。    

    専攻科研修専攻科研修専攻科研修専攻科研修ではではではでは、、、、講義講義講義講義やややや
実習実習実習実習をををを通通通通じてじてじてじて多多多多くのくのくのくの知識知識知識知識やややや
技術技術技術技術をををを学学学学ぶことができましぶことができましぶことができましぶことができまし
たたたた。。。。    

        今後今後今後今後はそのはそのはそのはその知識知識知識知識やややや技術技術技術技術をををを
現場現場現場現場のののの中中中中でででで発揮発揮発揮発揮できるよできるよできるよできるよ
うううう、、、、積極的積極的積極的積極的にににに行動行動行動行動にににに移移移移してしてしてして
いきたいといきたいといきたいといきたいと思思思思いますいますいますいます。。。。    

木村木村木村木村    研士研士研士研士    
((((東北局遠野支署東北局遠野支署東北局遠野支署東北局遠野支署))))    

    早早早早いものでいものでいものでいもので専攻科専攻科専攻科専攻科にににに来来来来てててて
からからからから一年一年一年一年がががが経経経経ちますちますちますちます。。。。様様様様々々々々
なななな研修研修研修研修をををを受講受講受講受講させていたださせていたださせていたださせていただ
きましたがきましたがきましたがきましたが、、、、改改改改めてめてめてめて自分自分自分自分のののの
知識知識知識知識・・・・技術技術技術技術のののの無無無無いことをいことをいことをいことを実実実実
感感感感しましたしましたしましたしました。。。。今後今後今後今後はははは研修研修研修研修でででで
学学学学んだことをんだことをんだことをんだことを少少少少しでもしでもしでもしでも現場現場現場現場
でいかせるようにでいかせるようにでいかせるようにでいかせるように努力努力努力努力したしたしたした
いといといといと思思思思っていますっていますっていますっています。。。。    

佐藤佐藤佐藤佐藤    將將將將        
((((東北局岩手南部署東北局岩手南部署東北局岩手南部署東北局岩手南部署))))    

 長長長長いようでいようでいようでいようで短短短短いいいい1111年間年間年間年間でしでしでしでし
たたたた。。。。思思思思いいいい起起起起こせばこせばこせばこせば大変大変大変大変なななな日日日日々々々々
でしたがでしたがでしたがでしたが、、、、講師講師講師講師のののの方方方方々々々々やややや専攻専攻専攻専攻
科科科科のののの先輩先輩先輩先輩などなどなどなど皆様皆様皆様皆様のおかげのおかげのおかげのおかげ
でででで、、、、当初当初当初当初、、、、専攻科専攻科専攻科専攻科をををを受受受受けるにけるにけるにけるに
あたってのあたってのあたってのあたっての抱負抱負抱負抱負にににに書書書書いたいたいたいた、、、、仕仕仕仕
事事事事にににに向向向向かうためのかうためのかうためのかうための「「「「背骨背骨背骨背骨」」」」をををを
作作作作ることができましたることができましたることができましたることができました。。。。御指御指御指御指
導導導導ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。    

杉澤杉澤杉澤杉澤    寿寿寿寿    
((((東北局庄内署東北局庄内署東北局庄内署東北局庄内署))))    

    専攻科研修専攻科研修専攻科研修専攻科研修をををを通通通通じじじじ様様様様々々々々なななな
知識知識知識知識のののの種種種種をををを集集集集めさせていためさせていためさせていためさせていた
だきましただきましただきましただきました。。。。このこのこのこの種種種種をををを各地各地各地各地
域域域域でまきでまきでまきでまき育育育育てていきたいとてていきたいとてていきたいとてていきたいと
思思思思いますいますいますいます。。。。    

        今後今後今後今後もこのもこのもこのもこの11111111名名名名とととと切磋琢切磋琢切磋琢切磋琢
磨磨磨磨しししし、、、、よりよりよりより国民国民国民国民にににに役立役立役立役立つつつつ業業業業
務務務務をををを遂行遂行遂行遂行してまいりますしてまいりますしてまいりますしてまいります。。。。    

田中田中田中田中    健健健健    
((((林業機械化林業機械化林業機械化林業機械化センターセンターセンターセンター))))    

    このこのこのこの１１１１年年年年、、、、色色色色々々々々なことがあなことがあなことがあなことがあ
りましたりましたりましたりました。。。。そのそのそのその中中中中でででで公私公私公私公私にわにわにわにわ
たりたりたりたり諸先生方諸先生方諸先生方諸先生方にににに御指導御指導御指導御指導いただいただいただいただ
きききき、、、、とてもとてもとてもとても成長成長成長成長したしたしたした１１１１年年年年にににに
なったとなったとなったとなったと思思思思いますいますいますいます。。。。    

    今後今後今後今後のののの目標目標目標目標はははは、、、、具体的具体的具体的具体的でででで実実実実
行可能行可能行可能行可能なななな目標目標目標目標をををを立立立立てててて、、、、日日日日々々々々のののの
業務業務業務業務にににに緊張感緊張感緊張感緊張感をもってをもってをもってをもって取取取取りりりり組組組組
むことですむことですむことですむことです。。。。    

田中田中田中田中    忠忠忠忠    
((((東北局久慈支署東北局久慈支署東北局久慈支署東北局久慈支署))))    

    専攻科研修専攻科研修専攻科研修専攻科研修ではではではでは講義等講義等講義等講義等でででで学学学学
んだんだんだんだ知識知識知識知識だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、多多多多くのくのくのくの
方方方方とのとのとのとの交流交流交流交流をををを通通通通じじじじ情報交換情報交換情報交換情報交換でででで
きたことできたことできたことできたことで私自身私自身私自身私自身をををを大大大大きくきくきくきく成成成成
長長長長させていただきましたさせていただきましたさせていただきましたさせていただきました。。。。    

        今後今後今後今後もももも、、、、専攻科専攻科専攻科専攻科でででで学学学学んだこんだこんだこんだこ
とにとにとにとに満足満足満足満足せずにせずにせずにせずに新新新新たなたなたなたな知識知識知識知識、、、、
見聞見聞見聞見聞をををを広広広広めていきたいとめていきたいとめていきたいとめていきたいと思思思思いいいい
ますますますます。。。。    

寺崎寺崎寺崎寺崎    政博政博政博政博    
((((北海道局根釧西部署北海道局根釧西部署北海道局根釧西部署北海道局根釧西部署))))    

        このこのこのこの一年間一年間一年間一年間、、、、専攻科研修専攻科研修専攻科研修専攻科研修でででで
様様様様々々々々なななな講義講義講義講義、、、、実習等実習等実習等実習等をををを受受受受けけけけ
られたことにられたことにられたことにられたことに感謝感謝感謝感謝していましていましていましていま
すすすす。。。。    

        今後今後今後今後もももも、、、、学学学学ぶことをぶことをぶことをぶことを続続続続けけけけ、、、、
学学学学んだんだんだんだ多多多多くのくのくのくの知識知識知識知識やややや技術技術技術技術をををを
業務業務業務業務にににに活活活活かせるようかせるようかせるようかせるよう頑張頑張頑張頑張りりりり
たいとたいとたいとたいと思思思思いますいますいますいます。。。。    

深川深川深川深川    勝彦勝彦勝彦勝彦    
((((北海道局網走中部署北海道局網走中部署北海道局網走中部署北海道局網走中部署))))    

    このこのこのこの一年間一年間一年間一年間でででで培培培培ったったったった知識知識知識知識やややや
経験経験経験経験をををを基基基基にににに積極的積極的積極的積極的にににに行動行動行動行動
しししし、、、、自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを持持持持ってってってって今今今今
後後後後のののの業務業務業務業務にににに取取取取りりりり組組組組んでまいんでまいんでまいんでまい
りたいとりたいとりたいとりたいと思思思思いますいますいますいます。。。。    

        御指導御指導御指導御指導いただきましたいただきましたいただきましたいただきました皆皆皆皆
様様様様、、、、専攻科研修専攻科研修専攻科研修専攻科研修にににに送送送送りりりり出出出出しししし
てててて下下下下さったさったさったさった皆様皆様皆様皆様にににに感謝申感謝申感謝申感謝申しししし
上上上上げますげますげますげます。。。。 

藤井藤井藤井藤井    裕樹裕樹裕樹裕樹    
((((近畿中国局福井署近畿中国局福井署近畿中国局福井署近畿中国局福井署))))    

    このこのこのこの１１１１年間年間年間年間のののの専攻科研修専攻科研修専攻科研修専攻科研修でででで
はははは、、、、講義講義講義講義やややや実習実習実習実習をををを通通通通じてじてじてじて幅広幅広幅広幅広
いいいい分野分野分野分野のののの知識知識知識知識やややや技術技術技術技術をををを学学学学ぶこぶこぶこぶこ
とができましたとができましたとができましたとができました。。。。今後今後今後今後はそのはそのはそのはその
知識知識知識知識やややや技術技術技術技術をををを現場業務現場業務現場業務現場業務でででで活活活活かかかか
せるようにせるようにせるようにせるように努努努努めてまいりたいめてまいりたいめてまいりたいめてまいりたい
とととと思思思思いますいますいますいます。。。。    

    御指導御指導御指導御指導いただきましたいただきましたいただきましたいただきました皆様皆様皆様皆様
にににに感謝申感謝申感謝申感謝申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。    

松橋松橋松橋松橋    良之良之良之良之        
((((東北局下北署東北局下北署東北局下北署東北局下北署))))    
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【【【【    連連連連    絡絡絡絡    先先先先    】】】】    
    

森林技術総合研修所  http://www.rinya.maff.go.jp/j/kensyuu/kensyuuu_zyo.html 

           〒193－8570 東京都八王子市廿里町1833番地94 

           TEL 042－661－7121（代表）  FAX 042－661－7314 
 

林業機械化センター  http://www.rinya.maff.go.jp/j/kikai/kikai_ka_senta.html 

           〒378－0312 群馬県沼田市利根町根利1445 

           TEL 0278－54－8332（代表）  FAX 0278－54－8280 

人 事 異 動人 事 異 動人 事 異 動人 事 異 動    
    

    転転転転    出出出出（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年４４４４月月月月１１１１日付日付日付日付））））    

     国立大学法人 岡山大学 花岡 千草（森林技術総合研修所長） 

   林野庁 国有林野部 管理課 課長補佐（施設営繕班担当） 坂井 康宏（総務課長）  

  東北森林管理局 計画保全部 藤里森林生態系保全センター 生態系管理指導官 滝澤 久崇（教務指導官） 

  関東森林管理局森林整備部企画官(技術開発･普及担当)(利根沼田森林管理署駐在) 橋本俊夫(経営研修課研修企画官)   

  林野庁 林政部 経営課 経営対策官 深澤 智生（技術研修課 研修企画官） 

  農林水産大臣官房 検査部 検査課 検査官 山部 裕一（技術研修課 研修企画官） 

  関東農政局 総務部 検査課 審査第２係長 佐々木 睦子（経営研修課 調整係長） 

  関東森林管理局 利根沼田森林管理署 首席森林官(月夜野・相俣) 永町 博満（林業機械化センター機械化指導官） 

  環境省 北海道地方環境事務所 国立公園・保全整備課 用地・国有財産専門官 荻野 周（総務課 庶務係長） 

  林野庁 森林整備部 研究指導課 技術開発班 開発係長 丸橋 宗寿（技術研修課 実施係長） 

  林野庁 国有林野部 業務課 特別災害技術班 事業係長 佐藤 剛（林業機械化センター 機械化研修係長） 

  関東森林管理局 東京神奈川森林管理署 総務グループ 藤井 幸（技術研修課 調整係） 

    転転転転    入入入入（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年４４４４月月月月１１１１日付日付日付日付けけけけ））））    

     森林技術総合研修所長 木下 喜博（関東森林管理局 次長（東京事務所長）） 

  教務指導官 福嶋 貢史（関東森林管理局 伊豆森林管理署 次長） 

  教務指導官 林田 栄（関東森林管理局 計画部 森林技術センター 所長） 

  経営研修課 研修企画官 加利屋 義広（林野庁 森林整備部 整備課 林道事業班 林道改良係長）   

  技術研修課 研修企画官 豊田 康成（林野庁 国有林野部 職員・厚生課 共済組合業務班 事業第２係長） 

  総務課 庶務係長 西村 雅也（林野庁 国有林野部 職員・厚生課 総務班 庶務係長） 

  技術研修課 研修企画官 佐藤 睦（環境省 中部地方環境事務所 生物多様性保全企画官） 

  技術研修課 実施係長 須田 茂治（環境省 北海道地方環境事務所 国立公園・保全整備課 用地・国有財産専門官） 

  林業機械化センター 機械化指導官 富元 雅史（中部森林管理局 木曽森林管理署南木曽支署 蘭森林事務所森林官） 

  林業機械化センター 機械化研修係長 川口 大介（中部森林管理局 富山森林管理署 立山森林事務所森林官） 

    内部異動内部異動内部異動内部異動（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年４４４４月月月月１１１１日付日付日付日付けけけけ））））    

  総務課長 油井 章次郎（教務指導官） 

  経営研修課 調整係長 玉木 泰政（関東森林管理局 総務課付 兼経営研修課） 

  総務課 会計係 岩崎 諭（関東森林管理局 総務課付 兼総務課） 


